
( 火 ) 天候 晴 30.1 ℃（8時現在） JA全農いわて 園芸部

品目 都中央計 前日 前日比 前年 前年比

きゅうり 261 466 56 292 89

トマト 228 374 61 239 96

ピーマン 111 158 70 100 111

なす 162 258 63 167 97

だいこん 238 365 65 294 81

キャベツ 583 926 63 673 87

レタス 499 585 85 249 201
ねぎ 138 196 71 135 102

計 4,924 6,898 71 4,660 106

　

きゅうり ：

トマト ：

ミニトマト ：

なす ：

ピーマン ：

キャベツ ：

ほうれんそう ：

レタス類 ：

ねぎ ：

生しいたけ ：

本県産大田市場品目概況 他県産大田市場品目概況（参考）

品目 品目

きゅうり 5㌔ ＡＭ B袋 △♯ きゅうり 福島 5㌔ AM 近在 △♯

トマト 4㌔ ＡＬＭ １㌔ ♯ トマト 福島 4㌔ ALM 北海道 ♯

ミニトマト 200㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ3㌔ ♯ ミニトマト 青森 200㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ3㌔ ♯

ピーマン 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ △♯ ピーマン 茨城 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ △♯

な　す 4㌔ AL B袋 ♯ なす 群馬 400㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ ♯

キャベツ 10㌔ ＡＬ △♯ キャベツ 群馬 10㌔ ＡL 長野 △♯

だいこん 10㌔ ＡＬ ２L △♯ だいこん 青森 10㌔ ＡＬ A2L △♯

ほうれんそう 170㌘ ＡＭ 寒締め △♯ ほうれんそう 群馬 200㌘ ＡＭ 栃木 △♯

レタス 10㌔ Ａ16 A12 レタス 長野 10㌔ ＡＬ ♯

非結球レタス 4㌔ AL サニー 500-400 AL リーフ 500-400 △♯ 非結球レタス 長野 4㌔ ＡL サニー 800-600 長野 リーフ 800-600 △♯

アスパラガス 100㌘ ＡＬ ♯ アスパラガス 栃木 100㌘ ＡＬ 九州 ♯

ねぎ 5㌔ ＡＬ束 Ａ2Ｌバラ △♯ ねぎ 秋田 5㌔ AL束 ２Lﾊﾞﾗ △♯

ズッキーニ ２㌔ ＡＭ △♯ ズッキーニ 群馬 ２㌔ ＡＭ 長野 △♯

生しいたけ 100㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ2㌔ ♯ 生しいたけ 秋田 100㌘ ＡＭ ○♯

○＝上げ、○♯＝強もちあい、＃＝もちあい、△♯＝弱もちあい、△＝下げ
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関東近在産・東北産中心に入荷増となり、販売間口を広げるため価格を下げての販売となっていることから、相場は「弱もちあい」となった。

概況 概況

令和8年8月25日

全　般 ：

入荷状況は、直近の降雨を受け、東北産の果菜類と各地の重量野菜中心に入荷量が増えている。

販売状況は、各品目の入荷増に加え、月末週であることが影響し引き合いが弱い状況。相場は概ね「弱もちあい」となった。

東北産・関東近在産中心に少ない入荷となり、特にパック品の不足感があることから、相場はパック品が強く、バラ品は「もちあい」となった。

東北産中心に多めの入荷となり、これまでの高値も影響し末端の荷動きが停滞していることから、相場は「弱もちあい」となった。

北海道産・東北産中心の入荷となり、先日相場を下げたことで一定の荷動きがみられるものの、相場は「もちあい」となった。

北海道産・東北産中心にやや落ち着いた入荷となり、荷動きは復調傾向であるものの、相場は「もちあい」となった。

群馬産・栃木産中心に入荷微増となり、下物比率は徐々に落ち着いてきているものの全体的な荷動きは鈍く、相場は「もちあい」となった。

岩手産中心に潤沢な入荷が続いており、袋・バラ共に荷動き優先の販売となっていることから、相場は「弱もちあい」となった。

群馬産・岩手産・長野産中心に潤沢な入荷となり、これまでの高値も影響し末端の荷動きが停滞しているため、相場は「弱もちあい」となった。

群馬産・栃木産・岩手産中心に入荷微増となり、これまでの高値により荷動きが停滞しているため、相場は「弱もちあい」となった。

長野産・群馬産中心に多めの入荷となったが、結球レタスは出荷調整により一時的に減少したため、相場は結球で「もちあい」、非結球で「弱もちあい」となった。

い わ て 純 情 野 菜 市 況 速 報


